
　
信
玄
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も

な
く
武
田
氏
は
日
本
史
に
お
い
て
非

常
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
武
家
で

あ
る
。
笛
吹
市
は
武
田
氏
活
躍
の
主

要
な
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
残

し
た
痕
跡
は
意
外
に
少
な
く
、
具
体

的
な
史
跡
は
断
片
的
で
あ
る
。
ま
た

歴
代
武
田
氏
の
歴
史
は
乱
世
を
反
映

し
て
非
常
に
込
み
入
っ
て
お
り
、
把

握
す
る
の
が
難
し
い
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
こ
の
先
数
回
に

渡
っ
て
市
内
に
残
さ
れ
た
武
田
氏
由

来
の
﹁
証
拠
﹂
を
紹
介
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
が
、
今
回
は
歴
史
的
出
来

事
を
見
て
い
こ
う
。

　
武
田
氏
は
平
安
後
期
か
ら
続
く
武

家
で
、
始
祖
は
源
義
光
と
さ
れ
る
。

義
光
は
河
内
︵
大
阪
府
︶
の
源
氏
一

門
出
身
で
、
奥
州
転
戦
後
、
常
陸
国
︵
茨

城
県
︶
平
氏
か
ら
妻
を
得
た
。
そ
の

子
義
清
は
常
陸
国
武
田
郷
に
居
を
構

え
た
が
、
甲
斐
国
に
流
刑
さ
れ
、
武

田
姓
を
名
乗
っ
た
。
武
田
氏
の
始
ま

り
で
あ
る
。

　
義
光
の
子
信
義
は
甲
斐
国
を
掌
握

し
勢
力
を
伸
ば
し
た
が
、
源
頼
朝
に

警
戒
さ
れ
様
々
な
圧
力
を
受
け
た
。

一
方
、
信
義
の
五
男
信
光
は
頼
朝
の

信
頼
を
受
け
て
甲
斐
守
護
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
方
に
拠
り
、
武

勲
を
た
て
安
芸
︵
広
島
県
︶
守
護
に

も
任
ぜ
ら
れ
た
︵
安
芸
武
田
氏
︶
。

　
以
後
武
田
氏
は
鎌
倉
府
と
京
都
の
幕

府
を
睨
み
つ
つ
勢
力
維
持
を
図
る
も
の

の
、
信
満
が
鎌
倉
府
か
ら
攻
め
ら
れ
自

害
し
、
清
光
か
ら
分
か
れ
た
同
族
の
逸

見
氏
が
伸
張
す
る
事
態
を
招
い
た
。

　
信
満
の
子
信
重
は
合
戦
で
京
都
の

幕
府
側
に
立
っ
て
活
躍
し
、
武
田
氏

再
興
の
契
機
を
作
っ
た
。
し
か
し
国

内
を
平
定
し
経
済
基
盤
を
固
め
る
に

は
孫
の
信
昌
、
そ
の
子
信
縄
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
信
縄
の
子
信
虎
、
そ
の
子
晴
信
︵
信

玄
︶
に
至
り
武
田
氏
の
支
配
は
最
盛

期
を
迎
え
た
。
進
軍
の
矛
先
は
信
濃

南
部
か
ら
北
部
へ
向
か
い
上
杉
謙
信

と
川
中
島
で
戦
い
、
弱
体
化
し
た
今

川
氏
の
版
図
を
狙
っ
て
駿
河
に
侵
出

し
た
。

　
信
玄
は
１
５
７
２
年
、
幕
府
の
求

め
に
応
じ
西
に
向
か
う
途
上
病
死
し
た
。

信
玄
の
子
勝
頼
後
武
田
氏
は
衰
亡
し
、

時
代
は
織
田
・
徳
川
氏
へ
と
傾
い
て

行
っ
た
。

　
さ
て
次
回
か
ら
武
田
氏
を
偲
ぶ
散

策
の
一
助
と
な
る
よ
う
武
田
氏
関
連

史
跡
な
ど
取
り
上
げ
る
。

武田氏十一代、信成館跡（八代町北、清道院） 武田氏十四代、信重の墓（石和町小石和、成就院）

　笛吹市になってから、初めての養成講習会が始まりました。
　31名の受講者で3月までに10回の講習会をおこないます。資格を得た方は、
地域における食生活の改善を推進し、食文化と健康づくりのための普及活動
に努め、食料資源を大切にし、無駄をなくし、環境問題に関心をもって活動
をしていただきます。
　12月の講習会では地産地消をテーマに施設見学と「蒸しまんじゅう」作り
をしました。食材はほとんど地元産にこだわり、素朴であきのこない味に仕
上がっていました。参加者は衛生管理の整った加工センターで、ベテランの
講師の方々の指導のもとで学習することが出来ました。参加者からの感想で
は地産地消への意気込や、気温、湿度の微妙の違いにも対応できる熟練の技
など、これらの活動が食育にもつながるのではと感じたようでした。
　この講習会に協力してくださった八代農産物加工センターの皆様に感謝申
し上げます。

　最近、生活習慣病の発症は大人だけの問題ではなくなりました。

　これらを予防する意味からも、望ましい食生活を身につけることが大切で、笛吹市でも今年度

は活動の幅を広げ子どもに関する「食育」の取り組みをはじめました。

　全国食生活改善大会が10月26、27日の2日間にわたり行
われました。
　大会は「私達の健康は私達の手で」の合言葉をもとに、
健康で心豊かな生活を築くよう地区組織活動を展開してい
る食生活改善推進員の代表が一堂に会すことで、相互交流
をはかり連帯感を高めると共に一層の情熱をもって地域社
会のおける健康づくりに寄与することを目的として開催さ
れたものです。
　26日と27日の午前中には、富士屋ホテルにて全国食生活
改善推進団体リーダー中央研修会が行われました。内容と
しては、オリエンテーション、講演、パネルディスカッショ

ンがあり参加者500名の会員さんで研修会が行われました。
懇親会では山梨県代表として笛吹市の会員は武田節を舞い
好評でした。27日午後から会場を山梨県立文化ホールに移
動して第37回食生活改善推進員団体連絡協議大会が行われ
ました。表彰式が行われ、特別講演として服飾評論家の市
田ひろみ先生のユーモアをまじえたお話をききました。
　この大会を通して、一人ひとりの小さな活動でも大きな
成果につながることを先輩たちから学び、これからもます
ます頑張っていこうと決意を新たにしました。
　最後に、来年の開催地である大阪府からのメッセージで
会場は盛り上がりを見せて、無事大会が終了しました。

　「こんにちは」。
　子どもたちの
思いっきり元気
な声に迎えられ
エプロンシア
ターは幕をあけ
ました。
　今年度、私達
のブロックは次

世代育成支援事業の一環としてエプロンシアターを担当す
ることになりました。学童保育の子どもたちに、食べたご
はんが体の中をどう通っていくか、また排泄されるのかを、
よくかむ事や野菜の重要性などを含めた上で短時間の寸劇
を行いました。どの子どもたちも真剣なまなざしで静かに
見入ってくれ、エプロンの下から体の中の胃や腸が見えて
くると「ワー」と不思議そうな声を上げたり、実物と同じ

腸の長さにはだいぶ驚いたようすでした。
　最後には、うれしい事に参加した子どもたちから口々に「ま
た来てください。今度から野菜もいっぱい食べます。好き
嫌いをないようにします。バナナうんちが出るようにします」
と感想を聞かせてくれました。
　今、食育が社会の中で大きくとり上げられ、耳にしない
日はありません。「孤食」の問題です。また、「早寝・早
起き・朝ごはん」などの標語がつくられるほど、私たちが
子育てしていた頃には考えられなかった現状が生まれてい
ます。
　しかし、こんな素直で明るい子どもたちと時間を過ごし
ていると、世の中で問題されているこのような事が嘘のよ
うに思えてきます。少なくとも私たちの地域の中では、こ
れからも機会があるごとに、子どもたちと接し今まで行っ
ている高齢者対象の「ふれあい交流会」と同様に、子ども
たちの食育活動を展開していきたいと思っています。


